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午前９時２７分開会 

○委員長（田中藤一郎） それでは、定刻よりか若干

早いんですけれども、始めたいと思います。 

 ただいまから人口減少対策等調査特別委員会を

開会いたします。 

 おはようございます。ご無沙汰しております。 

人口減少等調査特別委員会で、コロナの影響でなか

なか難しい面もございます。ただ、とても大切な部

分だというふうに考えておりますので、緊急事態宣

言等々が今はちょっと落ち着いていますけれども、

いつ本当に始まるかどうか、オリンピック等々もご

ざいますし、本当にそういったなかでこの委員会も

本当にどういうふうな、通常どおりの事業が取り組

みづらいですけれども、ただ、与えられた時間の中

でしっかりとやっていきたいというふうに思って

おります。 

 そして、心強い新人のお二人が今日からご参加し

ていただくということでありますので、今日は振り

返りの意味も込めまして、いろんな形を取りながら、

一からお話を聞いていきながら理解をしていただ

きたいというふうに思いますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 それでは、次第３番、すみません、協議事項に入

ります前に、４月２６日付で議員になられました芹

澤議員、米田議員につきましては、当特別委員会所

属と決定しており、本日が初めて参加となりますの

で、一言ご挨拶をいただきたいと思います。よろし

くお願いします。 

 それでは、芹澤委員のほうから一言お願いします。 

○委員（芹澤 正志） 皆さん、おはようございます。

芹澤でございます。 

 人口減少ということで、大変大切な委員会だと認

識しております。一生懸命させていただきますので、

何とぞよろしくお願いいたします。 

○委員（米田 達也） おはようございます。米田で

ございます。 

 先日、６月定例会で早速、私も質問させていただ

きました人口減少のことですが、これから勉強させ

ていただきたいと思います。どうかよろしくお願い

します。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、関連して協議事

項に入ります。 

 委員会の席次についてですけれども、席次は、今

お座りの席に決めたいと思いますけれども、ご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ないということであります

ので、このように進めたいと思います。 

 それでは、次第３番の協議事項のほうに入ります。

（１）委員会に係る所管事業の検証についてです。 

 委員会中の発言につきましては、必ず委員長の指

名を受けてからマイクを使用して発言いただきた

いと思いますので、よろしくお願いします。 

 まず、委員会に係る所管事業の検証について、各

部署から一括して説明していただき、全ての部署の

説明が終了した後に質疑という形で進めたいと思

います。 

 今回、お二人が入っておりますので、もう一度に

なりますけれども、よろしくお願いします。 

 それでは、まず、政策調整部政策調整課から順に

説明をお願いします。 

 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） お手元資料の２ペー

ジからになります。いただきました調査票に基づい

て説明をさせていただきます。 

 まず一つ、新型コロナウイルス感染症により、延

期または中止した事業と今後の事業展開について

ですが、地方創生総合戦略に掲げる多様性を受け入

れるまちづくりのうち、外国人住民との共生推進を

政策調整課のほうで所管をしております。 

 ということで、（１）外国人住民に関する調査研

究についてお示しをしております。神戸大学との共

同研究で、２０１９年度から豊岡市の外国人住民に

関する調査を行ってまいりました。昨年度で終了す

る予定でありましたが、昨年度も新型コロナウイル

スの影響で実施できなかった調査がございます。今

年度もその調査を引き続きするということで、本年

度予算化をしているところでございます。ただ、今
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年度も緊急事態宣言、４月２５日から６月２０日、

ございましたので、今、調査ができていない状況で

す。７月から調査を再開する予定で、今、神戸大学

と協議を進めているところでございます。 

 これに基づいて、豊岡市の多文化共生推進プラン

というものを策定することとしております。調査研

究を基に、９月に策定予定、その調査研究を受けて

ということで考えておりました。実際、今終わって

ない状況でございますが、来年度以降のこともござ

いますので、予定どおりこの９月には多文化共生推

進プランを策定し、その後、調査で分かることがあ

れば、改定といいますか、追加をしていきたいとい

うふうに思っております。 

 下の囲みにつきましては、過去の外国人住民の動

向でございます。２０２０年度末で８３５人、全体

の１．０５％ということで、ずっと増えてきている

状況でございます。 

 ２つ目です。人口減少対策に係るこれまでの各所

管事業の成果と課題でございます。政策調整課では、

地方創生の総括というようなこともしております

ので、ここではその成果目標等についてご説明をい

たします。 

 まず、（１）でございますが、地方創生総合戦略

に掲げる重要成果目標として、人口の社会減の緩和、

転入、転出の差を上げております。これの基準値を

２０１９年の４４２人の減と定めて、毎年、これを

５４人和らげるということで、その下にあります目

標値マイナス３８８人にしていこうということに

しております。 

 この数字は、人口ビジョンに掲げる２０２５年の

政策目標値、通常でいったら、ずっと減っていくん

ですけど、地方創生をすることでそれを緩和してい

こうという、その目標値が２０２５年、７万４，０

８５人としておりますので、この２０２５年までに

それに到達するために、例年、基準年の２０１９年

よりその減り幅を縮めていこうということで定め

ております。２０２０年の実績は、それがマイナス

３７３人ということで、目標値よりよくなったとい

うことでございます。 

 （２）でございます。基本的に人口ビジョンは国

勢調査の数値に基づいてつくっております。２０１

５年の国勢調査、豊岡市の人口８万２，２５０人で

した。先ほど２０２０年の国勢調査の速報値が出さ

れましたが、豊岡市は７万７，５１９人と、５年前

に比べて４，７３１人の減少となっております。率

にして５．７５％の減でございます。４，７３１人

というのは、竹野地域が消滅するというような規模

に値するということで、非常に重大な問題だなとい

うふうに思っております。 

 一方、２０２０年の政策目標人口は７万７，８９

８人としておりましたので、目標人口自体が下がっ

ていくという中で、３７９人のマイナスであったと

いうことでございます。 

 ちなみにですけれども、但馬全体では７．１５％

の減となっております。養父市が８．８６％の減、

朝来市が５．８５％の減、香美町が１１．０７％の

減、新温泉町が１０．０６％の減ということで、近

隣の市町も減っているという状況でございます。 

 ３ページでございます。ただ、減少する結果とは

なっておりますが、昨年度、地方創生戦略会議で、

副座長の神戸市外国語大学の中嶋先生から、第１期

の地方創生の総括をいただいております。 

 １つ目に書いておりますように、人口統計で確認

できる成果は、第１期中は認められなかったという

ことです。人口動態トレンドを政策的、意図的に変

えるのは、フルスピードで進む巨大客船のかじを操

るようなもの、方向転換や減速には長い時間や距離

を要する。第１期ですぐさま人口統計で確認できる

成果が出ないことは、想定織り込み済みだというこ

とです。むしろ過度に短期的成果を狙い、偶然性や

外部要因に左右されやすい小規模自治体の統計結

果に一喜一憂し、腰を据えた持続的なまちづくりが

ぶれる、途絶えるのはよくないということで、中嶋

先生は、長期で見て、昨年に比べてちょっとよくな

ったとか悪かったということで、あんまり意識しな

くてもいいんではないかということでございまし

た。 

 ただ、その下に、持続的、効果的な創生戦略の基
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礎を築いたことが重要な成果であるということや、

その下、第２期以降に向けて、持続的、効果的施策、

プロジェクトを着実に実施していくことが必要で、

下２行に書いております、量的改善として、若者、

特に女性の転出超過抑制、出生数の減少に歯止めを

かける、あるいは質的な改善として、多様性を受け

入れ、活力に変えられるまちというものを目指して

いく必要があるのではないかということで、外部の

方から総括はいただいております。 

 あと、２ページの（３）に住民基本台帳による人

口移動を上げております。資料としては４ページ、

５ページになります。毎回、この委員会でもこの資

料を出させていただいております。これは住民基本

台帳の年度で区切った人口であります。一番上が最

近の令和３年３月３１日の状況、１年前との比較で

ございます。全体的に、網かけの合計欄ですが、９

７０人の減、増減率としては１．２％、その右の欄

が自然増減と社会増減の枠でございます。ずっと見

ていただくと、自然増減のほうが減り幅が大きいか

な。社会増減については、前年に比べたら若干よく

なっているかなということでございます。その他増

減につきましては、５ページの一番下に書いており

ますけれども、職権記載ですとか、外国人の方が直

接、法務省に行かれて転出された場合等がございま

すので、その他増減というのがございます。 

 右側に行きまして、転居、市内移動でございます。

豊岡へ、城崎へ、竹野へということを書いておりま

す。例えば豊岡の欄を見ていただくと、豊岡から城

崎へ移られた方が４０名、豊岡から竹野へ移られた

方が２２名というふうにご覧いただければと思い

ます。昨年度は、豊岡と日高で人口増となっている

状況でございます。 

 ５ページの一番下の欄をご覧いただければと思

いますが、これについては、２０１６年度末から２

０２０年度末の５年間の人口移動を、上５年分をま

とめております。網かけの合計欄で増減率のところ

を見ていただくと、全体で４．９％になっておりま

す。先ほどの国勢調査の速報値も含めて、やはり毎

年１％ちょっと減ってきているのかなというふう

に思っております。 

 政策調整課からは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 次に、政策調整部公共施設

マネジメント推進室、お願いします。 

 土生田室長。 

○公共施設マネジメント推進室長（土生田 哉） 資

料のほうの６ページをお願いいたします。所管事業

の検証でございます。新型コロナウイルス感染症に

より、延期または中止した事業と今後の展開という

ことで、延期したものは１件ございます。地域デザ

イン懇談会の開催でございます。もともと発注段階

から、これは、プロポーザルする事業そのもののス

タートラインも、感染拡大の状況により遅延してお

りました。ワークショップ形式での懇談会を予定し

ているため、緊急事態宣言、それぞれが発出のたび

に、当該期間中の開催は行わないということを前提

にしております。各地域での第１回目の開催のほう

は、本年３月までに延期をしておりました。２回目

の開催のほうも、今回の緊急事態宣言の発出、６月

２０日までございましたので、ここの間については

全部、延期をいたしました。 

 今後の各地域での開催やスケジュール等につき

ましても、現時点では、別紙、７ページのほうにお

つけをいたしております。ただ、こちらにつきまし

ても、今後、感染拡大が生じれば、そのたびに順延

せざるを得ないだろうなということは考えており

ます。ただ、一応、年内に全てのスケジュール感が

終わるような形で、現在、パートナーのほうと日程

調整のほうを進めております。そのため、全体の業

務進行につきましては、大きな遅延が生じないよう

にしたいというふうに考えております。 

 それから、下にございます、これまでの成果と課

題ということがございました。私どもが直接的に人

口減少に介入するというようなことはございませ

ん。ただ、人口減少の帰結として、結果として公共

施設が過重になる、それを維持するための費用負担、

財源負担ができないという問題は生じます。市その

ものが特定空家を築くわけにはいきません。ですか

ら、適切に管理をして、適切に身を小さくしていく。
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必要なものを、機能は残しつつも、余分なものは早

めに整理していくという、こういう考え方でおりま

す。 

 合併時の国勢調査で人口８万９，２０８人であっ

たかと思います。先ほど政策調整課長からございま

したように、今、直近の国勢調査で７万７，５１９

人ということで、既に１万２，０００人の人口が失

われております。１回の国勢調査で、先ほど旧竹野

町域がというふうに申し上げましたが、この１５年

間の国勢調査人口で見ますと、竹野と城崎と但東、

３地域の人口が全て失われたこととほぼ匹敵する

人口減少でございます。そのために、公共施設をそ

のまま維持し続けるということはとても困難であ

ろうと。ですから、必要な機能を残しつつ進めてい

きたいということで、現在、地域デザイン懇談会で

市民の方々とご意見を伺っております。 

 ７ページをご覧いただきたいと思います。こちら

が開催日程でございます。豊岡につきましては、４

月１７日に全市を通じてのキックオフを行いまし

た。この状況につきましては、現在も私ども、市の

ホームページのほうからユーチューブで見れるよ

うにしておりますので、またご覧をいただきたいと

思います。豊岡地域につきましては、６月３０日に

１回目を開催いたします。現在、ホームページで傍

聴者を募っておりますが、本日までを締切りといた

しておりますので、もし議員の方々でご都合がつく

ようでございましたら、私どもにご連絡をいただき

たいと思います。 

 なお、豊岡地域では、旧５町域ではおおむね３０

人単位としておりますけども、こちらのワークショ

ップは４０人を想定で今やっております。特に豊岡

地域では移住されてこられた方を２名、それから、

専門職大学の学生さんにも学内公募でお声がけを

いたしました。当初４名を想定しておりましたが、

５名の方からそれぞれやりたいということでご応

募いただきまして、その方々にも参加をいただきま

す。特に志望動機として、今後、豊岡にも住み続け

たいんだというふうな熱意のある学生さんもいら

っしゃいましたので、将来を見据えた場合、こうい

う方々のご意見も当然、よそから見た豊岡はどう映

っているだろうかということも聞いていきたいと

いうこともございます。意見交換の場所として参加

をお願いしております。 

 日程的には、せんだって、出石のほうで６月２６

日に既に２クール目に入っております。今後、順次

２クール目を開催していく。現在の予定はおおむね

の目安でございます。それぞれ参加いただくワーク

ショップメンバーの方々にご決定をいただき、確定

をしたいと思いますが、現在、事務レベルでは、こ

のような日程感で開催をしたいと。 

 それから、今まででしたら、全ての会場は振興局

の会議室内というのが役所の今までの通例でござ

いましたが、極力、各地域に行くことをしたいと。

それぞれの施設に行きたいということもございま

すので、出石のほうでしたら、１回目は出石の多目

的ホールで、２回目は、土曜日には健康福祉センタ

ーのほうでも開催をさせていただき、それぞれの施

設、地域を見る機会も、それぞれワークショップの

メンバーの方々にお願いをしております。 

 私のほうからは以上でございます。 

○委員長（田中藤一郎） 続いて、総務部ジェンダー

ギャップ対策室、お願いします。 

 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） ８ペ

ージをご覧いただきたいと思います。うちからは、

４項目についてご説明いたします。（３）のキャリ

アデザインについては岸本参事から、その他は私か

らご説明します。 

 まず、１の（１）ジェンダーギャップ解消推進事

業でございます。コロナ禍の影響によって、戦略会

議の設置等をちょっと半年ぐらいずらしました。ジ

ェンダーギャップ解消戦略については、今年の３月、

ですから、この２０２０年度内に完了いたしており

ます。 

 次に、（２）のワークイノベーション推進事業で

すが、これは、２０１９年の１月に、まず職場のジ

ェンダーギャップ解消から取り組んでいくってい

うことでこの戦略をつくって、２０２０年度は、経
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営者向け、管理職向け、人事担当者向け、女性従業

員向けという４つの解消、ターゲットを対象に予定

しておりましたが、コロナ禍の影響によって、管理

職と女性従業員とこの２つの階層、ターゲットに絞

って実施しました。 

 ２０２１年度につきましては、昨年の経営者と管

理職に加えて、女性従業員向けを、初めての受講者

向けっていうコースと、過年度の受講者向けという

この２つのコースをつくりまして、市内事業者の女

性も働きやすくて働きがいのある職場への変革を

支援していきたいというふうに考えております。 

○委員長（田中藤一郎） 岸本参事。 

○ジェンダーギャップ対策室参事（岸本 京子） 私

から、（３）番のキャリアデザイン事業について説

明させていただきます。 

 大変申し訳ございません。２行目のオンライン上

という文字の「ン」が抜けておりまして、訂正をさ

せていただきます。申し訳ございませんでした。 

 キャリアデザイン事業につきましては、２０１９

年１月、２０１８年度にプランを策定をいたしまし

て、実際の事業の取組は本年度、３年目となります。

特に人材育成研修あるいはキャリア形成研修を中

心に行っているのですけれども、スキルのアップの

研修ですとか、階層別に必要な能力を身につけると

いうふうなものを中心に行っております。 

 今回のコロナの影響についてなんですが、いずれ

の部署でもそうなんですけれども、延期、中止をし

た事業はないんですけれども、全ていろんな調整が

オンライン上で行うこととなりました。オンライン

での予算もあるのですけれども、実はそこではやら

れないものもありまして、今、試行錯誤、手探りの

状態にあります。昨年度以降、そういった状況が続

いておりまして、ただ、一定の効果は上げていると

いうふうに思います。ただ、どうしてもインプット

型の研修にならざるを得ないという実態がござい

まして、講師を目の前にした対面式ではアウトプッ

トを通した学びが、学びから得るものがたくさんあ

りますので、この研修方法については、引き続き取

捨選択をしていくべきと考えております。 

 今年度、ハイブリッドとしまして、現場に講師が

１名いまして、コンピューターの向こうから電波を

つないで、１人講師を、講師とつないだというふう

な実験をしておりますので、まだ少し手探りな状況

だというふうに思います。以上です。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） （４）

でございます。子育て中の女性の就労促進支援事業

についてでございます。これは、出産とか育児など

で離職を余儀なくされた子育て中の女性と市内事

業所を、プチ勤務という短時間、少日数勤務でマッ

チングする取組っていうのを進めてまいりました。

ところが、２０２０年度についてはコロナ禍で雇用

情勢が激変しておりまして、２０２０と２０２１年

度については、このプチ勤務の取組っていうのは中

止いたしました。その代わり、２０２０年度、昨年

度については、健康福祉部と連携して、シングルマ

ザー対象のパソコン基礎講座を実施して、８名がご

参加されてます。そのうち２名が非正規から正規職

員化、正規社員化されました。今年度、２０２１年

度については、デジタルマーケティング人材育成講

座ということで、この７月から３月までの実施を予

定いたしております。 

 続きまして、大きな２の各所管事業の成果と課題

なんですが、まず、ジェンダーギャップ解消推進事

業につきましては、戦略を今年３月につくって、そ

の戦略に沿って、特に地域とか家庭への啓発事業に

取り組んでいくっていうことで、まだ成果としては

まだまだこれからということでございます。 

 今年度の主な取組についてちょっと簡単にご説

明しますと、まち全体を対象としたこの戦略に沿い

まして、まず、ジェンダーギャップ解消に係る意識

啓発とかワークショップなどを通じて、市民の皆さ

んの理解を深めるための取組っていうのを重点的

に行っていくこととしております。 

 今年度、この戦略の進行管理と第３次男女共同参

画プランが今年度で計画年度を終了しますので、そ

の改定作業も併せて、戦略会議の委員の皆さんのお

知恵をお借りしながら進めていくという予定にい

たしております。 
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 それと、この戦略の説明会とワークショップを、

地域コミュニティ組織であったり、女性、あと市職

員を対象に進めてまいります。 

 それと、ウであげてますジェンダーギャップに関

する市民意識調査ということで、家庭における男女

の家事・育児時間等に関する調査を、この夏に予定

しております。 

 それと、ジェンダー視点の主流化に向けた庁内推

進委員会の設置ということで、市のいろんな政策と

か事務事業の、ＰＤＣＡにおいてジェンダーの視点、

例えば男女の別のデータを取っていくとかという

ような取組を、庁内の推進委員会をつくって進めて

いきます。 

 （２）であげてますワークイノベーション推進事

業ですが、これ市内の事業所を対象としたものです

が、２０１９年度から２０２０年度で、このセミナ

ーには延べ１９２事業所の３０９名の皆さんにご

参加いただきました。それと、市内事業所の働きや

すさと働きがいの可視化のための従業員意識調査

っていうのを実施してまして、これも２か年で延べ

１７事業所が実施されて、それぞれの事業所の課題

感というのを浮き彫りにして、それに対する打ち手

を今打っていただいてるっていう状況でございま

す。 

 それと、２０２０年度には、女性にとっても働き

やすくて働きがいのある事業所を表彰する制度、あ

んしんカンパニーとしておりますが、これを創設し

て、この年度内に１社を表彰いたしました。 

 それと、２０１８年の１０月に、市内の事業所の

経営者有志からつくられました豊岡市ワークイノ

ベーション推進会議というのが、２０１８年１０月

の設立当時は１６事業所だったんですが、２０２０

年度末で５４事業所までに増加して、そういう取組

のほうもっていうか、進める仲間というのが、どん

どん増えていってるという、そういう状況でござい

ます。 

 課題としましては、市内には個人事業主等を含め

て５，０００社ほど事業所あるんですけど、この取

組っていうのを市内の多くの事業所に広げていく

ために、事業対象者の絞り込みであったり、情報の

お届けの仕方などを工夫していく必要があるとい

うふうに考えております。 

 １つ飛ばしまして、（４）でございます。１０ペ

ージです。子育て中の女性の就労促進支援事業で、

２０１８、２０１９の２か年で、市内の１６事業所

に子育て中の女性３９名がプチ勤務の取組によっ

て就職されました。最初は短時間で少日数で勤務さ

れるんですけど、子供さんの成長に合わせて勤務時

間を増やしていったりとか正社員化ということで、

現在、それぞれの事業所で活躍なさっておられます。

このプチ勤務の取組っていうのが、子育て中の女性

だけではなくて、事業所側にも、業務とかシフトの

精査、細分化による生産性の向上にもつながるとい

うことも分かっておりまして、このことも今後、市

内事業所に啓発していきたいなというふうに考え

てます。 

 ２０２０年度はパソコン基礎講座の受講者、先ほ

ど言いましたように８名のうち２名が正社員化さ

れ、残り６名の方も、このＰＣ講座を通じて学び続

ける力がついたというふうに、アンケートのほうで

はお答えいただいております。 

○委員長（田中藤一郎） 岸本参事。 

○ジェンダーギャップ対策室参事（岸本 京子） １

０ページの（３）番に戻っていただきたいと思いま

す。キャリアデザイン事業についての成果と課題に

ついてですけれども、男性の育児休業の取得を一つ

の目標に上げておりました。トップメッセージ、そ

れから管理職、同僚等の理解、支援によりまして、

この育児休業の取得者が、意識も、それから取得者

も向上しております。特に平均で２週間程度だった

取得日数は、最長で３か月という取得者もありまし

て、大きな成果と言えると思います。 

 あわせて、事業を推進する中で、研修を通して、

女性職員が配置、配属において、無意識ではありま

すけれども、固定的な役割を担ってきたという事実

が可視化されたことによりまして、性別にかかわら

ず公平な機会を与えられるよう、見直しが進んでい

るという改善もございます。 
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 一方、市役所でも意識調査を行っておりまして、

仕事と家事、育児の両立の困難さがキャリアの実現

に大きな障壁となっていることが、特に女性のポイ

ントが高くなっております。 

 また、２０２１年６月、今月なんですが、介護、

育児休業の法律も改正をされておりまして、民間で

もこういった取組がどんどん加速されてくること

と思いますけれども、市内事業所の一つである市役

所が働きやすく働きがいのある職場づくりに向け

て、市内の企業として、一事業所として先導的な役

割を果たす必要があるというふうに考えておりま

す。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 次に、健康福祉部健康増進課、お願いします。 

 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） それでは、健康増

進課で担当しております結婚支援事業の推進につ

きまして説明のほうをさせていただきます。 

 コロナの影響についてと、あと、事業成果につき

まして、資料ページのほう、１１ページをご覧くだ

さい。新型コロナウイルス感染症による影響と今後

の事業展開につきましては、現在、２つの事業で影

響が出ていると考えております。 

 １つ目、（１）番です。一つは、婚活イベント、

はーとピーの開催と、もう一つは、婚活ボランティ

ア、縁むすびさんの、結婚希望者の縁を取り持つた

めに設置っていうか、されておりますお見合いの関

係です。 

 はーとピーにつきましては、毎月開催している婚

活イベントであり、男女各１２名を標準としまして、

市内の店舗、ホールであるとかホテルであるとか、

カフェなどで出会いの機会をつくるものです。お気

に入りの異性と出会えれば、カップリングをしまし

て、その後、デートとか交際というようなきっかけ

をつくっていただいております。 

 それで、４月のほうは開催できたんですけども、

５月、６月につきましては事業のほうを２回中止し

ております。２０２０年度も、緊急事態宣言の期間

中はちょっと開催を見合わせておりまして、年間で

本来１２回開催するところだったんですけれども、

５回の開催にとどまっているというような現状で

した。今後も飲食とか接触するようなことが制限さ

れる中で、感染症対策を徹底しながら実施し、より

相手を知っていただけるようなイベントの内容を、

ちょっと工夫していかなければいけないなという

ふうに考えております。 

 それと、縁むすびさんによるお見合いにつきまし

ては、市に登録されましたボランティア仲人が、知

り合いの結婚希望者のプロフィールからお見合い

の相手を探しまして、男女の機会をつくるものです。

コロナの感染防止のために、特に就業されておりま

す方、結婚希望の方につきましては、やはり外部と

の接触をできるだけ避けるようにというような、職

場でのそういう徹底もされておりまして、少しお見

合いを設定すること自身がちょっと難しいような

状況もありました。喫茶店につきましても、できる

だけこういうマスクをしたりとか、こういう、どう

いうんですかね、遮蔽的なところで、きちんと唾が

飛ばないようにというようなことで、そういうこと

もされているんですけども、なかなか少し期限を設

定するときに、この期間中、期間終わってからにし

ましょうというようなことで、少しちょっと先延ば

しに、お見合いが延びているような実態がございま

す。 

 今後の事業展開としましては、お見合いの引き合

わせができるように、今の時期に、結婚を希望され

る新規の登録者をできるだけ増やしていこうとい

うことが大切だというふうに考えております。身近

に、縁むすびさんが一応そういう結婚希望者の方を

募っていただくというような形になるんですけど

も、身近に縁むすびさんがいない場合でも、市に直

接申し込むことで支援を受けられるような、事務局

登録というものを２０１９年度、去年からしており

まして、はーとピーなどの婚活イベントがあった場

合に、市のほうに登録していただけないかというこ

とで呼びかけのほうをしております。 

 次に、２番のほうの事業の成果につきましては、

成婚数のほうを豊岡市地方創生総合戦略の目標値
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として定めております。下の表につきましては、そ

れぞれの事業項目ごとの成婚数のほうをまとめさ

せていただいております。これもイベントの中止の

影響で、２０２０年度につきましては全体で２１組

の成婚数ということで、前年度、２３組あったんで

すけども、２組ちょっと減ってるような状態です。

ですけれども、この中で、縁むすびさんの部分が２

組から７組になっているということで、ボランティ

ア仲人さんが地道な活動をしていただきまして、こ

ちらのほうが増えてるというのは少しいいことか

なというふうに考えております。 

 また、あとそれと、今さっき言いましたように、

事務局の登録の結婚希望者の方も増加していまし

て、それによりまして、結婚数のほうが何とかおお

むね目標値を達成、今年度につきましてはできてい

るというようなことでございます。 

 あと、（２）の課題としましては、繰り返しにな

りますけれども、結婚支援をしていただく上で、ぜ

ひとももう成婚していただくためには、やっぱり直

接出会って交流していただく機会を持たないと、な

かなかこの事業は進まないということなんで、こう

いうことを考えていきたいというふうに思ってお

りまして、あと、コロナ感染の危険性がある中で、

やはりマスクを着用して人との距離を保つといっ

た一般的な予防策というのは、今後も当面続けてい

かなければならないんですけども、できるだけ参加

人数を少なくするとか、あと、事業内容のほうを工

夫しまして、できるだけ会う機会をつくるような形

で努めてまいりたいと思います。 

 説明のほうは以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

 続いて、環境経済部環境経済課、お願いします。 

○環境経済部長（坂本 成彦） それでは、資料の１

２ページをご覧ください。 

 まず、申し訳ありませんが、数字の訂正を１か所

させていただきたいと思います。１２ページ、２の

（１）イです。移住ポータルサイト、飛んでるロー

カルのところで、２０２０年度実績、市民ライター

３３人となっているところを３７人、記事数２８本

となっているところを４７本というふうに訂正を

いただきたいと思います。大変申し訳ありません。 

 それでは、説明に入らせていただきます。環境経

済課では定住促進係という係を設置しておりまし

て、人口の自然増減、社会増減でいいますと、社会

増減のほうの担当をさせていただいております。 

 まず、１番で、コロナの影響で延期または中止し

たものですけれども、Ｕ・Ｉターン者の就職支援、

就活イベント等をオンラインに切り替えて実施し

たということがございました。 

 それから、２つ目です。これまでの所管事業の成

果と課題ということで列記をいたしております。 

 まず、（１）情報発信の分野ですけれども、これ

まで２０１２年からジョブナビ豊岡、２０１６年か

ら飛んでるローカル豊岡、それから、２０１９年か

らは移住スカウトサービス、ＳＭＯＵＴというもの

を活用して、情報発信を拡大してきたということを

整理をして書いております。 

 特に、イの移住ポータルサイト、飛んでるローカ

ル豊岡に関しましては、２０２０年度、かなり月平

均のページビューというのが伸びてきておりまし

て、２０２０年度の数字で４万４，４９９ビューと

いうことで、過去最高を記録したという年になりま

した。 

 それから、ウの移住スカウトサービスＳＭＯＵＴ

というものですけれども、これは、そもそも移住に

興味がある、移住したいというふうに考えておられ

る方が登録をされるサイトになっておりまして、そ

ういう方々に向けて、こちらの情報発信して、興味

がある方をマッチングしていただけると、こういう

サイトです。ですので、飛んでるローカルなどは、

もうとにかく多数の方にただ知っていただくとい

うことで、一方的な発信になりますけれども、ＳＭ

ＯＵＴというサービスは、双方向のやり取りをしな

がら移住に向かっていただくというふうなことで

して、そういう方をつかまえていこうという、こう

いう積極的なサイトになっております。これを現在

活用しておりまして、ネット関係人口のスコアラン

キングというのがあるんですけど、現在、豊岡市は
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全国で３位みたいなことになってますし、２０２０

年度のＳＭＯＵＴ移住アワードというものでは全

国のトップを獲得して、興味があるというふうに推

していただいた数が一番多かったという、そういう

ことになりました。ここが非常に今、効果的だなと

思っております。 

 続いて、１３ページです。（２）で、就職、移住

等の相談ということで整理をいたしております。 

 １つ目、アは、就職支援、それから就活イベント

等の実施ということで、オンラインにはなりました

けれども、兵庫県北部の会社説明会ですとか、但馬

全体でのウェブ企業説明会等を開催したり、参加し

たりということで実施をしております。 

 それから、イです。民間の移住相談窓口というこ

とで、暮らしのパーラーというものを運営しており

ます。株式会社ＣＹＣＬＥさんというところに委託

をして、第三の居場所づくりということを兼ねて、

移住希望者の窓口を担当していただいてるところ

です。 

 それから、ウとして、市の相談窓口、これは件数

と、それから移住者の推移を掲載しておりますけれ

ども、まず相談件数のほうは、２０２０年度５５０

件ということで、前年度に比べて２０４％、倍以上

ということになりました。それから、相談件数につ

れて移住者数のほうもかなり増えてきておりまし

て、２０２０年度は７４組１２３名の方に移住をい

ただきました。前年度と比べて、こちらも２倍以上

ということになっています。２０１６年度からの５

か年計では、３４３人の方に移住をしてきていただ

いてるということでして、かなりインパクトのある

数字になってきたなというふうに考えております。 

 １４ページをお願いします。（３）は移住時の支

援策ということで、移住を考えられて、あるいは移

住を実際にするという方に対して様々な補助メニ

ューを用意して誘引をしてるわけですけれども、ア、

イ、ウと整理をいたしておりますが、表のほうをご

覧いただきましたらお分かりいただけますとおり、

２０２０年度４月から、あるいは２０２０年度９月

からということで、新しく制度を設けたものがかな

りあります。コロナ禍で移住への関心が高まってる

中で、この機会を捉えて積極的に獲得しに行こうと

いうふうなことで、年度途中ではありましたけれど

も、様々な支援策を充実させていただきました。そ

れぞれの利用実績を掲載いたしております。 

 一番下、ウのその他で、空き家の清掃費用という

ものを掲載しておりますが、この前、米田議員の本

会議での質問でお答えをさせていただいたとおり、

賃貸の空き家というのが移住者の方には要望はあ

るんですけど、なかなか実施できないということが

あって、賃貸空き家に掲載していただくことを条件

に、空き家の片づけや清掃していただくときには補

助しますよと、所有者の方に補助しますという制度

を設けました。２０２０年度は実は実績なしという

ことだったんですけど、今年度に入りましてすぐに

実績がありまして、申し上げたとおり、清掃して登

録した途端にもうアプローチがあって、２週間足ら

ずで契約に至ったというふうなこともありました。

なので、やはりニーズはあるなというふうに感じて

るところです。この拡充をした制度は、一応２０２

０年度途中からと２０２１年度という期間限定で

やってみて、感触がよければ、続けるかどうかとい

う判断をしたいというふうに思っているところで

す。 

 それから、１５ページです。（４）の地域おこし

協力隊の推進ということで、国の地域おこし協力隊

制度を用いて、移住してきていただく方を積極的に

受け入れようというふうに取り組んでおります。こ

の協力隊員の人件費、活動経費、募集経費等は、国

から特別交付税によって措置されるということで、

それもあって今、積極的に進めているところです。

２０１４年度から現在まで６４人の方に委嘱をし、

今、現役でいていただくのは３９人ということにな

っております。この間、３年間の任期を満了された

方が１２名、途中でやはり辞められたという方が１

３名ありますが、この任期満了と途中解職合わせた

２５人のうち１３人は市内に定着をしていただい

ております。うち９人は自ら起業されて、今、豊岡

市内にいらっしゃるということになります。２０２
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０年度の隊員は３１人いたわけですけれども、これ

は近畿で実は一番多い数ということになっており

ます。 

 この４月からは、これまではプロジェクト型とい

いまして、地域の課題解決に協力いただく方という

ことで募集をしてたんですけど、起業型協力隊とい

うことで、自らこの豊岡に来て起業しませんかとい

うメニューで新しい受付を開始しました。３人募集

してますけども、１２名応募がありまして、現在選

考してるというふうな状況です。 

 それから、最後、（５）です。高校生への働きか

けということも行っています。要は豊岡でいろんな

体験をし、地域の企業の方とも触れ合っていただき

ながら、成功体験みたいなことも積んでいただく中

で、やっぱりこのまちがええなというふうに帰って

きていただくようなことも働きかけをしていこう

ということで、一つは学校内の活動への支援、もう

一つは学校外活動への支援ということをやってい

ます。 

 学校内のほうでは、各高校で地域探求活動等を行

われる際への支援という形で、例えば豊高ですと、

未来からの挑戦状というふうな授業を応援したり

しています。総合高校、出石高校等ではおしごとカ

フェということで、企業との接点を持っていただく

ようなことを応援しています。 

 それから、イの校外活動のほうでは、高校生の有

志グループが行う活動に対して支援するというこ

とで、２０年度は演劇祭ですとか中心市街地活性化

イベントで、高校生たちが活動するものに対して応

援をさせていただきました。 

 最後のページ、１６ページには、市窓口を経由し

た移住実績の移住組数と移住者数をグラフで表し

た資料をつけておりますので、ご清覧いただきます

ようお願いいたします。 

 説明は以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 説明は終わりました。 

 質疑に入ります。質疑はありませんか。 

○委員（井上 正治） それでは、ええですか。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 単純なことです。まず、２ペ

ージ、外国人のほうがたくさん移住をといいますか、

定住していただいてるような状況が見受けられま

して、毎年増えてるなという実感を持ってるんです

けども、外国人の国別の移住者といいますか、そこ

ら辺が分かれば、もし、参考程度に教えていただい

たらありがたいんですけど。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） ２０２１年３月末の

人数になりますが、一番多いのがベトナムの方で２

７３人、続いてフィリピンの方で１７６人、次、３

番目が中国の方で１４４人となっております。あと、

韓国、朝鮮、インドネシア、ネパール、タイ、台湾

というようなことで、さっきのベトナム、フィリピ

ン、中国で４分の３弱ぐらいの人数になっておりま

す。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） それぞれお越しいただいて、

お仕事等にも就かれてると思うんですけども、スム

ーズにお仕事があっせんされて、地域でどういうと

ころにお住まいになってるのが多いのかというの

をちょっとないんですけども、その辺のことがもし

分かれば。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 管理団体を通じて来

られる方がいらっしゃいます。多くの技能実習生の

方はそういう形で来られますので、住まいについて

も会社が準備された寮ですとかアパートに住まわ

れてるというのが多いです。一方、城崎のところに

はインターンシップで来られる方もいらっしゃっ

て、そこはまた同じように城崎の旅館等であっせん

なり手だてをされているということでございます。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 基本的には技能実習生も含め

て、その辺の割合というのが多いということでご理

解させていただいてよろしいですか。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） はい、技能実習生が

多い状況でございます。 
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○委員（井上 正治） 了解です。      

○委員長（田中藤一郎） ほかに。 

○委員（井上 正治） すみません。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） そういう形で来られて、気に

なるのが医療体制なんですけども、医療体制はどの

ように、この外国人の方はどうされてるんですか。

例えば病気になった場合とか、そういうときの体制

というのはしっかり保険等で対応できるのか、その

辺はいかがなんですか。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） 保険等も入られて、

特にさっきも言いました管理団体から会社に来て

ますので、その辺りの保障というかはしっかりされ

ていると思います。ただ、緊急時等につきまして、

消防のほうでも多言語通訳の機械等も入れており

ますので、そういった体制も今、救急の場合に対し

ても取れてるのかなというふうに思います。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 有事の際とかね、やはり医療

だとか緊急時とかいうときについては、非常に言葉

が通じなかったりというようなことがあり得ると

思いますので、やっぱりしっかりとそういう体制も

踏まえて、問題がないようになるべく丁寧に、親切

に教えてね、状況を把握できるような体制づくりと

いうのもしていただけたらというふうに感じてお

ります。よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、もう１点、７ページのデザイン会議が

それぞれこれからされていくんですけども、１回終

わって、第２回目が始まったようにお聞きしてるん

ですけども、これの内容等についてもし見たいなと、

全部が全部出れないんで、この会場の内容を知りた

いなというようなことは可能なんですかね。 

○委員長（田中藤一郎） 土生田室長。 

○公共施設マネジメント推進室長（土生田 哉） そ

の都度の会議資料のほうを、私どものホームページ

のほうにも公開をいたしております。それから、瓦

版として会議の結果につきましてもその都度、なる

べく早くまとめた上で掲示する、それから、各地域

の市民の方々にも、回覧形式がほとんどになるんで

すけども、お伝えをするような形で現在努めており

ます。 

 それから、傍聴のほうも、各会場、今のところコ

ロナの関係がございますので、各地域１０名までと

いう形でしておりますけども、傍聴のほうも行って

おりますので、もし機会があればおいでいただいた

らと思います。以上です。 

○委員（井上 正治） 了解しました。私、ちょっと

認識不足だった。また機会を見てのぞきたいと思い

ます。 

 それから、１１ページ、このお見合いですね。そ

れで、特に１番の新型コロナ関係でそれぞれあって、

（２）の若者の新規登録数の増加を図るということ

で、事務所登録を行っているということなんですけ

ども、この辺はもちろんだと思うんですけども、ど

うなんですかね、実際、登録者数というのは増えて

るのか、どういうのか、推移的なものがちょっとこ

の表では見えないんですけども、実際どの程度いら

っしゃるのか分かれば。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 結婚希望者の登録

者数は、全体で今は、３月３１日、末日の数値なん

ですけども、今３７７名の方がいらっしゃいまして、

男性が２１４名と女性が１６３人の方が今、そうい

うプロフィールといいますか、結婚希望者として登

録されております。その中で、市の事務局登録され

てる方が３７７人のうちの１７４名。男性が８４名

と女性が９０人ということでなっておりますので、

事務局登録もちょっと頑張って増やしているとい

うような状況です。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） この事務所、事務局登録とい

うんかね、いう部分のメリット、デメリットの違い

というのは、スムーズにいくのかどうか、その辺の

違いって何かあるんですかね、一般の登録との違い

という。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 近所にやっぱり声



 12

をかけられないというような、どういうんですかね、

縁むすびさんがなかなかそういう会う機会がない

というような方も、若者もいらっしゃいますし、そ

のときに市のホームページとか、あと近隣から聞い

て、こういうことはどうでしょうかということで市

に問合せがあったときに、市でもできますよという

ことで、案外、近所の方にはあまり、どういうんで

すかね、知られたくなくて婚活をしたいというよう

な方が、特に市のほうに多く申し込んでいただいて

おりますので、そういう面では市のほうは何か安心

といいますか、していただけるというようなことで、

気軽に、どういうんですかね、安心して登録してい

ただけるメリットがあると思います。 

○委員（井上 正治） 了解いたしました。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） 縁むすびさんの組が、このコ

ロナ禍においても７組も成婚があったということ

の実績はすごいと思いますので、やはりこういうこ

とをしっかりと、いいとこはやっぱりそれを、いい

ところを取ってしっかりと縁むすびさんの人を増

やすとか、やっぱりそういうことも踏まえてしっか

りと婚活を進めていただきたいということです。 

 それから、１点、その成果の中に職場交流のオフ

コンというのがあるんですけどね、ここをされてか

ら５年かな、ゼロ組なんですけど、この辺の評価は

どうなんですかね。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） こちらにつきまし

ては、職場のほうの合コンみたいな形のイメージを

持っていただいたらいいんですけども、やはりコロ

ナの関係で、企業間で、会社同士でちょっと合コン

しようというのが声かけられないというような状

況になってまして、ここ２年間につきましては、こ

ちらのほうもずっと呼びかけができないような状

況で、そちらのほう一応、会社で責任者の方と市の

ほうとの協議はしてるんですけども、なかなかやっ

ぱりコロナの状況が改善するまでは、もう少しちょ

っと事業のほうはできないねというようなことで

しておりまして、今後またコロナの状況を見ながら

活動していきたいというふうに考えております。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） ２０１７年にこの事業を始め

られてから全く成婚率がないということについて

は、機会はあったかもしれないんですけども、何か

もう少し１組ぐらい何とかならないかなと。今度い

ろんな形で職場のほうにもジェンダーギャップだ

とか、いろいろと、ワークイノベーションかな、い

うふうなことでいろいろと男女参画のほうね、計画

だとかいろいろあるんで、違った意味でまたこうい

うことも取り組んでいただくようなことも、国でお

願いされたらいかがかなというような思いもいた

しますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 それから、最後にですけども、この移住者の推移

なんですけども、非常に２０２０年はたくさんの問

合せがあって、いろいろと移住された方も数字的に

は上がってるんですけども、この枠の中には、特に

近年ね、青年団の移住だとか拠点の、東京から日高

のほうに移ってこられたりとか、それから地域おこ

し協力隊はたくさん移住されてきてるとは思うん

です。その辺の数字というのはこの中に入ってるか

入ってないのか、ちょっと教えていただいたら。 

○委員長（田中藤一郎） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 基本的に、市の窓口

を経由していただいたものだけしか集計できてお

りませんというのがありますので、直接、宅建業者

等通じて入られた方はちょっと把握できてない部

分はあります。 

 それと、一番最後、１６ページにグラフを載せて

おりますけれども、このグラフの中で、地域おこし

協力隊と一般移住というのを色分けをして、一応掲

載させていただいております。 

一般移住の方も地域おこしの方も２倍以上、両方

増えてきているという状況がありますので、ちょっ

とこちらをご覧いただければというふうに思います。 

○委員（井上 正治） 分かりました。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） これで十分把握できますので、

ありがとうございます。 
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 どんどんと豊岡が他地域から選ばれる地域、隣に

は同じような順位で養父市さんも朝来市さんもい

らっしゃいますから、競争するわけじゃないですけ

ども、但馬は住みやすいエリアに選ばれてるという

ことがあるのではないかなという思いもしますん

で、特にコロナにおいては、都会から脱出して地方

のほうに住みたいということの生活様式というの

も随分と変わってくるかなという思いもいたしま

すので、その辺の機会も捉えながらいいところをＰ

Ｒしていただいて、あとは地域とのコミュニケーシ

ョンというような非常に厳しい部分もあると思い

ますけど、そういうことも踏まえながら、住みやす

い、穏やかに、ゆったりと暮らせる地域にしていた

だくようにご努力いただきたいと思います。以上で

す。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか。 

 西田委員。 

○委員（西田  真） いろいろ説明いただきまして、

ありがとうございます。何点かちょっと確認の意味

でお聞かせいただきたいと思います。 

 ２ページのほうですけど、人口ビジョンですね。

これの次になるんですけど、国勢調査、これ、２０

１５年は８万２，２５０人ということで、２０２０

年、これ速報値で７万７，５１９人ということで、

４，７３１人減ということなんですけど、２０２０

年の政策目標人口に対して、この数値ということを

率直に見てどういうふうにお考えか教えていただ

きたいと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 井上課長。 

○政策調整課長（井上 靖彦） このぐらいの数字で

よかったなというのが率直な感想です。もう少しひ

ょっとしたら減ってるのかなという思いもござい

ましたが、さっきも言いました、長期で見なきゃい

けませんけれども、これぐらいの数字でよかったな

というふうには思っております。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員。 

○委員（西田  真） 長期ってこれ、今年度これぐ

らいの減少ですからね、この率でいくんか、どうい

うふうに変わっていくんか、それも行政の取組方、

また、いろいろと議員の考え方とか、そういう周知

も含めて、豊岡市全体として考えていかなければな

らない問題だろうと思ってますんで、ただ当局ばか

りに押しつけるわけじゃなしに、議員も議会も一生

懸命それのバックアップ、また頑張っていかなけれ

ばならないと思ってますんで、より一層頑張ってい

ただきたいと申し上げておきますんで、よろしくお

願いしたいと思います。 

 それから、９ページを開いていただけますか。９

ページの（２）番のワークイノベーション推進事業

のとこです。この中で、２０２０年１０月に、女性

にとっても働きやすく働きがいのある事業者云々

というのがありまして、表彰する制度を創設して、

年度内に１社表彰したということが記載しており

ますけど、ちなみにどういうところか、しゃべって

もいい範囲で教えていただければと思いますし、会

社の名前を出してもよければ、その会社も提示して

いただければと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

○委員長（田中藤一郎） 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） 今、

西田委員ご指摘のあんしんカンパニーのこの１社

なんですけど、これは株式会社ユラクさんです。旅

館経営、それとあと飲食業、それと物品販売ですか、

をされてる企業で、前年度１１社からエントリーが

あったんですけど、従業員の意識調査の結果、それ

と社会保険労務士とか税理士さんにその審査のほ

うも入っていただきまして、１１社のうち１社が決

定したということでございます。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今いろいろと検討していただ

ける、人材も含めて、そういうことなんですけども、

この基準っていうのは、どういうことの基準でこう

いうことを選ばれたのか、ちょっと基準を分かりや

すく説明していただければと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） よく

厚生労働省で、子育て支援頑張ってる企業でくるみ

んとか、女性が活躍している企業でえるぼしとかと
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いう認証制度あるんですけど、これ、豊岡市のオリ

ジナルで、審査基準としましては、働きやすさと働

きがいと性別役割分担みたいなんが残ってないか

どうかっていう、この３つが基本です。特に国の認

証制度でしたら、例えば女性役員の比率とか女性社

員の比率とか、男女別の実際の勤続年数とかという、

そういうデータで評価されるんですけど、豊岡市の

あんしんカンパニーの場合は、それに加えて、例え

ば従業員意識調査っていうのを事前に１１社エン

トリーしていただきまして、その中で、例えば従業

員の方で働きやすい、働きがいがあるって答えてお

られる方が３分の２以上ある、それも男女別でとい

う、結構、国のそういう認証制度よりもより厳しい

審査基準でもって審査をいたしております。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員。 

○委員（西田  真） １１社中１社の株式会社ユラ

クさんということでありまして、あんまり基準を厳

しくする必要ないかなと思ってますんで、やっぱり

こういう人ら会社をいろいろとＰＲもしていただ

いて、ほかの事業主さんもどんどんこういう人ら見

習って頑張っていただきたいというような格好も

含めて、あんまり基準を厳しくするのもどうかなと

思っておりますんで、また今後検討していただけれ

ばと思っております。 

 そして、市内の５，０００社の事業者の方々の情

報の届出、どういうふうに考えておられるのかなと。

いろいろと周知も含めてやっていかれると思うん

ですけど、どういうふうにされているのか。具体的

にね、簡単で結構です。 

○委員長（田中藤一郎） 上田室長。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） 今、

西田委員ご指摘の普及ＰＲのところなんですけど、

広報だったりとか市のホームページに加えて商工

団体、例えば豊岡市商工会さんだったりとか豊岡商

工会議所だったりとかを通じてＰＲをいたしてお

ります。それと、ワークイノベーション推進会議と

いう市内有志の経営者の方で、今、５６事業所まで

増えてきたんですけど、その経営者からも口コミ等

でＰＲをしていただいてるようにしております。ま

だまだ、どういうふうにそういう情報をお届けする

のがいいのかなっていうのをまだちょっと模索し

てるとこありますんで、それはちょっと頑張ってい

きたいと思います。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今度、岸本さんのほうにもお

尋ねしたいと思いますんで、よろしくお願いします。 

 私、一般質問でも男性育休の件でお尋ねもしてお

ったんですし、また、結構、市役所の中でも男性育

休も増えていくよということで、取りやすい環境が

広がりつつあるのかなと思っておりまして、私ども

としてもなかなかいい環境になりつつあるのかな

と思うんですけど、現在の状況をお知らせいただけ

ればなと、感想も含めて。 

○委員長（田中藤一郎） 岸本参事。 

○ジェンダーギャップ対策室参事（岸本 京子） 今

お尋ねの男性の育児休業の状況なんですけれども、

最終的に２０２０年度は対象者が２６人いたんで

すけれども、１４名取得をしています。最後の３月

末までに生まれたお子さんが対象者になりますの

で、届出がどうしても４月になる職員がいるので、

あくまで参考値ということで、今までお知らせをし

てきた時点ではもう少しポイントが６８％ぐらい

というふうに想定してたんですが、４月に入ってか

ら届出が結構あったもんですから、最終的には２０

１９年度と同じく５３．８％の取得率という状況に

なっていまして、平均取得日数は２７．４日、ほぼ

１か月平均取得をしてきているということですの

で、ここは少しずつではありますが、理想としてい

る４週間あるいは２か月の取得、本来なら１年取っ

ていただくのが一番いいことはいいんですけれど

も、職場での調整とかいろんなことがありまして、

その中での決定というふうにしていると思います。 

 委員おっしゃっていただいたように、環境的に、

上司、それから同僚がいつ取るんだというようなと

ころを意識して声をかけてもらってきていますの

で、２年前に比べると随分その環境は激変している

のだろうなと思います。ちょうど子育て世代の若い

職員も、やはり取りたかったんだけれども、なかな
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か自分から言い出しにくかったというところがあ

りますし、あわせて、周りから言っていただくと、

あっ、取っていいんだっていうふうに仲間内でもそ

ういった共有ができてきているので、自然と取得を

したいという申出もあるようです。今年度は７月１

日から取得をする職員が最初になるんですが、７月、

８月で今聞いているのが４名ほど予定があります

ので、順調にここも必要な人がしっかりと取得をし

てくれればいいと思います。 

 感想というところもあったんですけれども、休業

中に男性が育児と家事、どのように役割を分けてい

くのかということを考えていただくいい機会です

ので、ワンオペになったり、何でしょう、休んでい

るけれども、子育てをしないというようなお父さん

も実は世の中ではあるとお聞きしていますので、お

互いに２人で子供を育てていくという意識が、同じ

スタートラインに立って子供さんを育んでいただ

けたらいいなと思っています。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員。 

○委員（西田  真） 今、岸本さんのほうからもお

聞かせいただきました。本当に取りやすい環境にな

りつつあるんだろうなと思って安心しております

けど、パーセンテージからいきますとまだまだだな

と思っております、私のほうの感想としては。と思

いますので、さらに取りやすい環境整備のほうを考

えていただきたい、やっていただきたいなと。そし

て、産休明けですね、その辺の復帰で不利になるよ

うなことが一切ないように、その辺の受入れもしっ

かり検討していただきたいというふうに思ってお

りますので、男性育休の取得のほうも環境整備をさ

らに頑張ってやっていただきたい、そう思っていま

すので、よろしくお願いいたします。 

 それから１１ページの、先ほど井上さんも言われ

たんですけど、はーとピーとか縁むすびさんの分で

成果の分があります。これ縁むすびさん７組があっ

たんですけど、実際にはどのぐらいあって成婚が７

組になったのかなと。そこの分も含めて、その辺が

分かりましたら教えていただければと思います。縁

むすびでいきますと、２０２０年度でいったら７組

成婚されておりますね。そういう見方でよろしいで

すね。どれぐらいの対象から７組になったのかいう

ような経緯が分かれば、簡単にお話しいただければ

と思います。それで、２０１９年、２０２０年度、

この中で２３組とか２１組、かなり私は、実績とし

ては上がってるんじゃないかと思っとるんですけ

ども、その辺の頑張りに敬意を表したいと思います

けど、その辺を簡単にお話しいただければと思いま

す。 

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） すみません、今回、

この組数というのは、やっぱり交際期間があります

ので、この年度に成婚といいますか、婚姻届を出さ

れた数ということで、どういうんですかね、認識し

ていただきたいと思います。 

 ちなみに、２０２０年度につきましては、まずお

見合いをするまでに紹介というものをするんです。

お見合いをしませんかということで、お似合いのカ

ップルっていうか、お似合いの異性に対して、この

方とお見合いしませんかというそういう紹介の業

務を６５３件、どういうんですかね、持ちかけをし

ておりまして、実際お見合いができたのが２９２件

です。要するに、この２９２件の方がその後デート

をされたり、いろいろ交際を重ねられて成婚される

ということですので、これが多いいか少ないかとい

うのは少しあれなんですけども、できるだけ紹介の

機会等、お見合いの機会をもう増やすというような

ことをしていくというのが一番大事ではないかな

と思っておりまして、これを、できるだけ数多く機

会をつくっていただいて、お互いを知っていただく

機会をつくるということで、努力させていただきた

いというふうに考えております。 

○委員長（田中藤一郎） 西田委員。 

○委員（西田  真） ６５３件の紹介から、そして、

お見合いが２９２件と、さらに成婚が７組というこ

とで、やっぱり比率的にはかなり低いもんがあると

は思いますけど、最初の紹介の件数の数をさらに増

やしていくというような取組が必要かと思ってま

すので、今後もよろしくお願いしたいと思いますし、
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縁むすびさんの手当てのほうは以前と変わってな

いんでしょうか。      

○委員長（田中藤一郎） 武田参事。 

○健康増進課参事（武田 満之） 縁むすびさんの基

本的にはボランティアなんですけれども、そのお見

合いに立ち会っていただくのに、一応まあまあ喫茶

店代というか、飲物代ということで１，０００円、

１回につき１，０００円と、あと、成婚されました

ときに、１人というか、１人に対しまして３万円と

いうようなことで、これの報償というか、について

は変わっておりません。 

○委員（西田  真） 以上です。 

○委員長（田中藤一郎） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） 一つ、最後のほうの地域おこ

し協力隊の起業型協力隊という新メニューなんで

すけども、３人の募集ということなんですけども、

１２人の応募があるということで、その応募の中の、

具体的に起業っていう内容についてはどのような

ものでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 多種多様という状況

にあるんですけど、幾つか申し上げますと、ゲスト

ハウス等の複合施設を豊岡で造りたい、それから、

移動式の本屋をやってみたい、あとはそうですね、

オーガニックの洋菓子店を開きたい、それから、シ

ニアの方を活用したまちのＰＲみたいなことを仕

事としてやってみたい、こんな事例があります。本

当に全国各地から応募いただいてる状況です。 

○委員長（田中藤一郎） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） 多分、今の専門職大学とかと

同じように、かなり志の高い方がもともと地域おこ

し協力隊って多いと思うんですけども、そんな中で

起業ということなので、非常に夢があって、非常に

期待ができるかなと思いますので、これ、３人って

いうのが、この内容によっては、例えば５人とか半

分の６になるとかっていう可能性もあるんでしょ

うかね。 

○委員長（田中藤一郎） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 今、具体的にオンラ

インで面接をしたりして内容を聞いておりますけ

れども、やっぱり思いだけっていう方も結構あるの

で、本当に起業していただけて、継続していただけ

るかということを審査していくと、おのずと３人ぐ

らいに絞られるかなという、今、雰囲気ではおりま

す。 

○委員長（田中藤一郎） 芹澤委員。 

○委員（芹澤 正志） 分かりました。３人ぐらいっ

ていうことなので、多分もう少し分母が広がれば、

またこれといった方が出てくるかもしれませんの

で、ぜひもっともっと積極的に今後もよろしくお願

いしたいと思います。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） ありがとうございます。 

 そのほか。 

○委員（井上 正治） 今のに関連して。 

○委員長（田中藤一郎） 井上委員。 

○委員（井上 正治） すみません、今の芹澤議員の

に関連してなんですけども、いろいろと、どういっ

たらええですかね、支援金がありますわね。地域お

こし協力隊にも国の支援がありますし、起業するに

も支援金が関連してくると。その辺のバランスとい

うのはどのようにお考えなんですか。３年間で起業

しなきゃいけないとかいう思いがあるし、来てすぐ

起業しますよって、ほんで３年間、地域おこし協力

隊として、この国からの支援金でやっていけるのか。

市が独自に持ってる起業支援金だとかいろいろあ

ると思うんですけども、その辺の支援金のバランス

というんですか、そこの辺を、期間とかとのバラン

スを教えてください。 

○委員長（田中藤一郎） 坂本部長。 

○環境経済部長（坂本 成彦） 今回の起業型の募集

は、基本的に２年間で起業してくださいという、通

常の地域おこし協力隊は３年間としてますけども、

２年間というミッションを与えて募集をしていま

す。この間に、ですので、具体的なやっぱりイメー

ジを最初から持っておられる方じゃないとなかな

かいけないだろうということで、今、審査をしてい

るという状況です。 

 それから、おられる間に、「ＩＰＰＯ ＴＯＹＯ
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ＯＫＡ」等とも連携をして、実際にビジネスプラン

を組んでいくということを予定してますのと、議員

おっしゃったとおり、起業への支援金というふうな

ことで、国のほうもありますし、市のほうもあると

いうふうなことを上手に使いながらしていただき

たいと思ってますけど、地域おこし、特別にという

のはその国のものがあるというだけで、あとは一般

の市民の方と同じ条件で起業支援というのをやっ

ていこうかなというふうに思ってるところです。 

○委員（井上 正治） 了解です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか今ございませんか。 

○委員（村岡 峰男） なかったら。      

○委員長（田中藤一郎） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いいですか。いいにくかった

ら答えてもらわなくてもいいんですが、この間、テ

レビで取り上げられる機会がいろいろと、ジェンダ

ーギャップにしても、昨日のサンテレビだったかな、

いろいろあるんですけども、それらのテレビの内容

が大体、市長選絡みのようなもんですね。この２か

月間、市長選から以降ですね、各セクションで仕事

がやりにくくなったと、いやいや、やりやすくなっ

たという一言でいいです、変わらへんか。その辺だ

けちょっと聞かせてください。 

○委員長（田中藤一郎） じゃあ、上田室長、代表し

て。 

○ジェンダーギャップ対策室長（上田  篤） はい、

代表して。やりにくくなったっていうことはないと

思います。従来どおり、市民のため、事業者の皆さ

んのために頑張ってやらせていただいております。 

 それと、またあさって、３０日水曜日なんですけ

ど、「おはよう日本」の全国放送の中で、午前７時

から７時半までの間の約７分間ぐらい、これは竹野

地域のコミュニティの取組などが紹介される予定

でございます。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） よろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） 代表してですか。 

○委員長（田中藤一郎） はい、代表して。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、ちょっと僕、１

点だけ聞きたいことがありまして、育児休暇の部分

なんですけど、僕らの子供がちょっとちっちゃかっ

たり、この間までそうやったんですけれども、育児

休暇は取っても、育児の場所、母親クラブみたいな

ところだとか、僕も何度かそういったところに子供

を連れていったときに、男性として非常に入りにく

くて、やっぱりそういった育児休暇は取っても、取

りやすい環境になっても、その環境的な部分、お母

さん方のネットワークに入りづらかったりと。逆に

そこに違うジェンダーギャップを感じてしまった

りみたいなところが僕、何回か経験しまして、やっ

ぱりそういった部分っていうんでしょうかね、そう

いった部分をきっちりすることによって男性の人

も入りやすく、取りやすくなるのかなと。お母さん

方がこちょこちょしゃべっとっても僕は入れなか

ったりだとか、そういういろんな情報等々も非常に

取りにくいのかなというふうに思いますので、その

辺の対策をちょっと考えていただければ、より一層

いけるのかなというふうに思いますので。意見にし

ておきます、時間もないんで。 

 ほかにはないようですので、以上で所管事業の説

明については終わります。 

 この際、当局から何か発言はありますか。 

 総務部長、ないですね。（発言する者あり） 

 ないようですので、当局の方は退席していただい

て結構です。お疲れさまでした。 

 それでは、ちょっと１１時まで休憩をしたいと思

います。 

午前１０時５０分休憩 

──────────────────── 

午前１０時５９分再開 

○委員長（田中藤一郎） それでは、休憩前に引き続

きまして委員会を開始します。 

 続いて、次に、（２）委員会の運営方針について

議題とします。 

 委員会重点調査事項について、特にご意見がなけ

れば前回同様でいきたいと思いますが、ご意見はあ

りますか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） 異議がないというようです
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……。 

○委員（井上 正治） 委員長、委員長。 

○委員長（田中藤一郎） あっ、すみません。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） 実はね、ちょっと気になって

ることがあるんです。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 

○委員（井上 正治） いいでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） はい。 

○委員（井上 正治） じゃあ、重点調査事項の中に、

人口減少等に関わる諸課題に対する事項というこ

とで、これが、内容的にどのようなことがこれまで

議論されたのか、ちょっと経過が分かれば教えてほ

しいですけど、分からないかな。 

 何が言いたいかというと……。 

○委員長（田中藤一郎） どうぞ。 

○委員（井上 正治） 実は、これまでは人口減少を

食い止めるための施策、人口減少を緩和させたいと

いうことを主題に置いとられたんですけども、私は、

実際、今、やっぱり中山間では非常に激しく人口減

少が進んでるという状況にあると思うんです。それ

をやはり我々としても、準限界集落、限界集落が増

えつつある状況の中で、ある程度、地域全体のこと

も把握をしながら、諸課題も解決する必要があるの

ではないかなというふうに思うんですけども、それ

を、その内容的な部分をやっぱりこの調査特別委員

会で議論をすることも必要ではないかなという思

いがありまして、ちょっと確認をさせていただきた

いんですけども、いかがなんでしょうか。 

○委員長（田中藤一郎） それでは、私のほうから。 

 今年はちょっと非常にできてないといいましょ

うか、コロナの関係であれですけど、これまで私も

２回、人口減少対策特別委員会には所属させていた

だいて、２年目だったかな、そのときに、例えば竹

野の限界集落に行ったり、但東町や出石のそういっ

た空き家の現状等々については現地視察行ったり

とかいう形で、その年々の中で、そういったテーマ

といいましょうか、部分でお話を聞きに行ったり、

あと、コミュニティに行ったりだとかして、できる

だけ、どちらかといいますと、こちらの特別委員会

のほうは意外とそういった限界集落的な部分に視

察に行ったり、現状を把握したりだとかいう部分に

ついては、多分調査、それまでの報告書等々にも記

載されてると思いますので、一度過去のやつを皆さ

んのほうにお配り……。小崎さん、１回メールでい

いんで過去の報告書をお配りしていただいて、それ

で気になる点だとか部分でありましたら改めてお

話しできればなというふうに思いますし、後ほど、

今回、特別委員会では管内視察を予定しております

ので、そういったときにでももう１回そういった時

間を、少し時間を取って、そういったお話もできれ

ばいいのかなというふうに思いますけど、いかがで

しょうか。 

 井上委員。 

○委員（井上 正治） それぞれ内容を審議する、内

容というのは常任委員会もあり、特別委員会もある

わけですから、所管の中にそれが含まれてなかった

ら致し方ないんですけども、今、非常にこれからの

人口減少というのは何ぼ緩和しつつありつつも、現

実的には人口減少が進んでるという状況なんで、特

に限界集落、小集落については様々な諸課題がある

と思います。本年度についてはアンケート等も何か

取られるような内容もあったような気がいたしま

すんで、でき得れば、もし、こういう内容を少し議

論する時間もあってもいいのかなという思いはい

たしましたので、ご提案をさせていただいたわけで

す。確認をさせていただきました。以上です。 

○委員長（田中藤一郎） そのほかないですか。 

 ちょっとそうしましたら、事務局のほうから何か

ありますか。 

○事務局主幹（小崎 新子） 毎年９月に委員会調査

中間報告書というのを出していただいておりまし

たので、この３年間の委員会調査中間報告書につい

て、参考に各委員さんのほうにまた配信させていた

だきます。よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） それで１回見ていただいて、

管内視察の際に、こういったところ、どうでしょう

かっていう課題がありましたらまたお話をしたい
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なというふうに思いますので、そういった形でお願

いしたいんですけども、いかがですか、井上委員。 

○委員（井上 正治） いいですよ、いいです。 

○委員長（田中藤一郎） そうしましたら、取りあえ

ずといいましょうか、先ほどありましたとおり、方

針のほうにつきましては従来どおりの形で行いた

いと決定いたしますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

 続いて、それでは、次第４のその他について議題

とします。 

 まず、５月に予定しておりました管内視察が延期

となりましたので、また、先日もこの予定でしたけ

ども、緊急事態宣言ということで中止しました。そ

こで、やはりやりたいなというふうに考えておりま

すので、皆さんのご意見を聞きたいというふうに思

いますので、よろしくお願いします。休憩してお話

ししたいと思います。 

 それでは、休憩をします。 

午前１１時０６分休憩 

──────────────────── 

午前１１時０９分再開 

○委員長（田中藤一郎） そうしましたら、休憩前に

引き続き委員会を再開します。 

 休憩中に皆さんとお話をさせていただきました。

前回、管内視察の内容等々は皆さんにお示ししたと

おり、出石のジビエ、限界集落の奥山、それから出

石の、あと残りの出石焼と柳行李の部分で、地元の

方とお話をさせていただきながら、地元の課題等々

の管内視察を行いたいということに決定しました。

あとは日程のほうに進めたいと思いますけれども、

そのように進めさせていただいてよろしいでしょ

うか。（「はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、日程のほうですけれども……。 

 ちょっとある程度、事前に候補日を上げたいなとい

うふうに思います。一応、相手様については確認を

しないといけませんので、７月の１２か７月の１４

日か７月の１９日、この３日間で調整を行いたいと

思いますけれども、皆さんのご都合等々はいかがで

しょうか。 

○委員（村岡 峰男） それぞれ何曜日だ。 

○委員長（田中藤一郎） １２日が月曜日、１４日が

水曜日、１９日が月曜日になります。 

○委員（井上 正治） １２日は病院の通告締切日で

すね、一般質問の。 

○委員（村岡 峰男） ああ、ほんなら、あかんな。 

○委員（井上 正治） うん、これちょっとあるんで、

病院議員さんいらっしゃると思うんで。 

○委員長（田中藤一郎） じゃあ、１４日か１９日で

調整させていただいてよろしいですか。 

そうしましたら、取りあえず２日間の日程をいた

だきましたので、７月１４日か１９日で調整したい

と思います。 

○委員（西田  真） できたら１４日がよろしいで

す。 

○委員長（田中藤一郎） できたらね。 

○委員（西田  真） できたら。 

○委員長（田中藤一郎） はい。相手さん、先方がど

うなるかですので、２日は欲しいんで。基本的には１

４日でしたいと思いますけども……（発言する者あり）

予備日で１９日も予定をしていただければなというふ

うに思いますので、よろしくお願いします。 

○委員長（田中藤一郎） そのほか全体を通じて委員

の皆さんから特にご意見はありますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（田中藤一郎） ないということです。 

 それでは、次第５、閉会に移ります。 

 以上をもちまして委員会を閉会いたします。お疲

れさまでした。（「お疲れさまでした」と呼ぶ者あ

り）また日程が決まりましたらご連絡しますので、

よろしくお願いします。 

午前１１時１２分閉会 

──────────────────── 


